
令和８年度（２０２６年度） 第３回 

八王子市社会福祉審議会 地域福祉専門分科会 

次第 

令和 ８年 （ 2026年 ） 8月 17日 （月 ） 

午 前 1 0 時 0 0 分 ～ 1 2 時 0 0 分 

八王子市役所 議会棟４階 第六委員会室 

 

1. 開 会 

 

 

2．  議 題 

(１)第４期八王子市地域福祉計画中間見直しの方向性について 

 

 

3. その他 

(１)令和７年度はちまるサポートの活動報告について 

 

 

４. 閉 会 

 

 

【配付資料】 

・令和 8年度(２０２6 年度)地域福祉専門分科会 年間予定表（令和 8年 8月 17日時点） 

・令和 7 年度はちまるサポート活動報告書 

・【 資 料 1 】 第４期八王子市地域福祉計画中間見直しの方向性について 

 



日　程 5月25日(月)　14時～16時

会議室 八王子市役所 議会棟４階　第六委員会室

内　容
第4期地域福祉計画　令和7年度取組実績について
第4期地域福祉計画　中間見直しの方向性について(既存事業の見直し及び新規事業の追加)

日　程 7月6日(月)　14時～16時

会議室 八王子市役所 議会棟４階　第六委員会室

内　容
第4期地域福祉計画　中間見直しの方向性について（既存事業の見直し及び新規事業の追加）
・複合化・複雑化した課題への対応
・人生の最終段階を見据えた支援

日　程 8月17日(月)　10時～12時

会議室 八王子市役所 議会棟４階　第六委員会室

内　容
第4期地域福祉計画　中間見直しの方向性について（既存事業の見直し及び新規事業の追加）
・避難行動要支援者
・既存の取組の状況確認

日　程 11月9日（月）　14時～16時

会議室 八王子市役所 議会棟４階　第六委員会室

内　容
・各種調査　結果報告
・第4期八王子市地域福祉計画　中間見直しの素案について

日　程 12月21日(月)　14時～16時

会議室 八王子市役所 議会棟４階　第六委員会室

内　容 ・第４期八王子市地域福祉計画　中間見直しの素案について

日　程 2月4日(木)　10時～12時

会議室 八王子市役所 議会棟４階　第六委員会室

内　容
・第４期八王子市地域福祉計画の原案について
（パブリックコメントの実施結果と反映状況、その他素案からの変更点について）

第6回

令和8年度　地域福祉専門分科会　予定表

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回



第４期地域福祉計画の中間見直しの方向性について

令 和 ８ 年 （ 2 0 2 6 年 ） 8 月 1 7 日

地 域 福 祉 専 門 分 科 会

福 祉 部 共 生 社 会 推 進 課

資料1
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新たな取組についての論点整理

② 避難行動要支援者（災害対策基本法等の改正を受けて）

多様な主体と連携し、災害時における避難行動要支援者への支援の充実を図るとともに、
日常の見守りや相談、平時の支援関係づくりといった地域福祉の取組を通じて、災害時に
も支援が途切れにくい地域の基盤を整えていくことが重要

③ 人生の最終段階を見据えた支援（厚労省通知を踏まえた、終活等に関する支援）

本人の意思や価値観を尊重し、分野を超えて支援につなぐ
・終活 ・死後事務 ・ＡＣＰ

① 複合化・複雑化した課題への対応

・８０５０問題 ・孤独孤立対策
・精神障害にも対応し得る地域包括ケアの構築

はちまるサポートの拠点化を
進める上でもポイントとなる課題

社会変化に対応した中間見直しのポイント

議論のポイント

・上記①～③で社会変化への対応は十分か

・見落としている課題はないか ・既存の取組のうち、強化すべきものはあるか

令和8年度第1回地域福祉
専門分科会 資料（再掲）
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今後のスケジュール

回 日 程 内 容

第１回 ５月２５日 令和７年度取組実績について
第４期地域福祉計画 中間見直しの方向性について

第２回 ７月 ６日 第４期地域福祉計画 中間見直しの方向性について
(既存事業の見直し及び新規事業の追加)
（1） 複合化・複雑化した課題への対応
（3） 人生の最終段階を見据えた支援

第３回 ８月１７日 第４期地域福祉計画 中間見直しの方向性について
(既存事業の見直し及び新規事業の追加)
（2） 避難行動要支援者
既存の取組の状況確認

第４回 １１月 ９日 各種調査 結果報告
第４期八王子市地域福祉計画 中間見直しの素案について

第５回 １２月２１日 第４期八王子市地域福祉計画 中間見直しの素案の内容等

第６回 ２月 ４日 第４期八王子市地域福祉計画の原案について
（パブリックコメントの実施結果と反映状況、素案からの
変更点）



議題

 １ 第４期地域福祉計画の中間見直しにおける

新たな取組の必要性について

（2） 避難行動要支援者

２ 追補版の構成案

～既存の取組の状況確認

本日の流れ

4
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新たな取組についての論点整理

1.避難行動要支援者
議論のポイント

議論のポイント

（1） 災害時の支援につながる平時の見守りや、支援者と要支援者間の関係づくりとして、
今後、解決すべき課題や、取り組むべきことは何か。

（2） 避難行動要支援者を支えるために、行政、福祉専門職、地域住民、関係団体等は
どのように連携すべきか。

（3） 現状の支援対象者の要件は、配慮を要する方を十分にカバーできているのか？
支援者（担い手）を拡大して、要支援者に対応する場合の懸念点は？

② 避難行動要支援者（災害対策基本法等の改正を受けて）

多様な主体と連携し、災害時における避難行動要支援者への支援の充実を図るとともに、
日常の見守りや相談、平時の支援関係づくりといった地域福祉の取組を通じて、災害時に
も支援が途切れにくい地域の基盤を整えていくことが重要



本市の基本的な考え方

• 本当に避難支援が必要な方の抽出

避難行動要支援者の形式要件は重症度を加味します。

また、単身世帯の高齢者や高齢者のみの世帯等の実態調査を行い、避難支援が

本当に必要な方を避難行動要支援者とします。

• 「安否確認」ができる仕組みづくりを目指す

避難支援を「安否確認」と「避難誘導」に分けて考え、少なくとも災害時

に避難行動要支援者の「安否確認」ができる仕組みの完成を目指します。

• ハザードエリアに住む方への対応を優先

頻発する風水害に備え、ハザードエリア（浸水想定地域、土砂災害警戒区域

等）に住む、避難行動要支援者の避難支援の仕組みづくりを優先します。

6

民生委員や福祉専門職の皆様のご協力をいただきながら、

避難行動要支援者名簿の整備や個別避難計画の作成に取り組んでいます。

1.避難行動要支援者



全体像イメージ
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要支援者のことを日頃からよく知っている福祉専門職や地域支援者が支援を行うことで、
本人の状況にあった支援が可能。

→ 平時から要支援者がどこにいるか、どんな状況かを把握しておくことで、
迅速な支援につなげる。

1.避難行動要支援者



要支援者・支援者の関係づくり
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行政、福祉専門職、地域関係者・・・それぞれの立場で出来ることは限られる

⇒迅速・適切な対応には連携が不可欠

1.避難行動要支援者



連携を推進するための

地域・支援者への周知の取組

• 民生委員向け研修・安否確認訓練

高齢の要支援者の支援を担う民生委員に対し、対象者の抽出を兼ねて依頼している

高齢者世帯実態調査についての研修及び発災時に実施する安否確認方法を確認する

ための訓練を行った。

• ケアマネジャー向け個別避難計画作成説明会

要介護の要支援者の支援を担うケアマネジャーに対し、八王子介護支援専門員

連絡協議会（八介連）と協力して避難行動要支援者支援事業の内容及び

個別避難計画の作成方法の説明を行った。

• 出前講座

自治会・土建組合からの依頼に基づいて、避難行動要支援者支援事業及び

福祉避難所についての説明を行った。

9

1.避難行動要支援者



福祉避難所（協定福祉避難所）とは？

• 福祉避難所（協定福祉避難所）は、指定一般避難所における要配慮者スペー

スでの避難生活が困難な要配慮者を対象とした二次的な避難所です。

【対象者】

市が指定一般避難所での状況を勘案し、福祉避難所への移送が望ましいと

判断した者

• 現在、八王子市内障害者等入所施設連絡協議会様や八王子施設長会様、八王

子老人保健施設協議会様などと協定を締結し、59施設整備しています。

1010

1.避難行動要支援者



福祉避難所への避難の流れ

指定一般避難所への避難

要配慮者スペースへの移動

福祉避難所への移送者の決定・移送

福祉避難所への避難

一般の避難スペースでの生活が困難な場合

要配慮者スペースでの生活が困難な場合

1111

1.避難行動要支援者



12

1.避難行動要支援者
八王子市の課題感

・個別避難計画の作成支援
・安否確認

・個別避難計画作成の
仕組みづくり（a）

・福祉避難所整備

・個別避難計画の作成
・避難所への移送

市と支援者との協働の方向性

・要支援者とつながりのある支援者を中心とし、
町会・自治会等の地域組織と連携した支援体制の整備

・頼れる親族等がいない要支援者の移送の仕組みづくり（b）

・要支援者と地域の支援者とのつながりづくり（c）

要支援者
・親族

地域組織・
民生委員・
福祉専門職

八王子市

各関係者の役割
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見直し冊子に掲載を予定する、課題の整理と方向性

課題感 方向性 取組（想定）

要支援者の要件として定義し
ていない要配慮者への支援

a
対象者要件の拡大

b
移送支援

c
担い手の確保

c´
情報共有、情報管理

要支援者の移送の仕組み

高齢社会の進行に対応し得る
担い手の確保・拡大

どのように担い手への情報共有
や情報管理を行うか

医ケア児者を対象とす
る要件の拡大の可能性

医ケア児者に対応可能
な避難所の環境整備に
ついて関係所管と協議

一般避難所と福祉避
難所間での移送体制
構築

福祉有償移送を行う
業界団体との協定締結
を検討中

町会・自治会との協定、
訪問看護ステーション
等との連携を検討

地域組織・福祉専門職
との連携の輪を拡大

情報共有のための
システム導入、
アカウントの付与に
よる情報管理

名簿管理・安否確認が
可能なシステムの導入
を検討

1.避難行動要支援者
八王子市の課題感



議題

 １ 第４期地域福祉計画の中間見直しにおける

新たな取組の必要性について

（2） 避難行動要支援者

２ 追補版の構成案

～既存の取組の状況確認

本日の流れ

14



2.追補版の構成案

15

◆ はじめに（2～3ページ）

第1章 現状の変化と進捗評価（7～8ページ）

第2章 課題の再整理（7～8ページ）

第3章 見直しの方向性と施策の修正（7～8ページ）

第4章 推進体制の強化（2～3ページ）

資料編



2.追補版の構成案
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◆ はじめに（2～3ページ）

1 追補の趣旨
見直しの背景（社会変化・制度改正等）、策定時との違い

2 追補の位置づけ
本計画との関係（変更ではなく補完）、対象期間

3 見直しの方法
審議会での議論、使用データ、市民意見・関係団体ヒアリング

第1章 現状の変化と進捗評価（7～8ページ）

1 現状の変化
人口減少と高齢化、単身世帯の増加、生活困窮相談の増加、孤独・孤立の状況、
地域活動の変化

2 計画の進捗評価
テーマ別評価：地域のつながり、人材のつながり、サービスのつながり

3 成果と課題
できたこと、できなかったこと、要因分析
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第2章 課題の再整理（7～8ページ）

1 地域福祉を取り巻く状況

（1）地域生活課題の複雑化・複合化

8050問題、孤独・孤立の深刻化、制度の狭間にある課題、
精神障害にも対応し得る地域包括ケアの推進

（2）地域のつながりの変化

単身世帯の増加、地域とのつながりの希薄化、地域活動の担い手不足、
災害時支援の担い手確保の課題

（3）人生の最終段階をめぐる課題の顕在化

単身高齢者の増加、身寄りのない人の増加、
終活や死後事務への不安ACP（人生会議）への関心の高まり

2.追補版の構成案
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第2章 課題の再整理（つづき）

2 見えてきた課題

課題① 複合化・複雑化した課題への対応

多様な生活課題が重なり合い、既存制度だけでは対応が困難なケースが増加している。
分野を超えた連携と包括的な支援体制の充実が求められている。

課題② 地域のつながりを基盤とした災害時支援体制の強化

地域とのつながりの希薄化により、災害時に支援を必要とする人を地域で支える力が弱まっている。
避難行動要支援者への支援を実効性あるものとするためには、平時からの見守りや相談支援、
支援関係づくりが重要となっている。

課題③人生の最終段階を見据えた支援の充実

高齢化や単身世帯の増加を背景に、終活や死後事務、ACP等に関する支援ニーズが高まっている。

2.追補版の構成案
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第3章 見直しの方向性と施策の修正（7～8ページ）

1 基本方針
「つながる」の理念を継承、地域共生社会の実現を推進、社会変化に対応した重点的な取組を強化

2 課題の再整理を踏まえた、新たな取組

（1）複合化・複雑化した課題への対応

【方向性】
包括的な相談支援体制の充実、多機関協働の推進、はちまるサポートの機能強化

【主な取組】
8050問題への対応、孤独・孤立対策、制度の狭間への支援、
精神障害にも対応し得る地域包括ケアの推進

（2）避難行動要支援者支援の推進

【方向性】
福祉と防災の連携強化、災害時にも支援が途切れにくい地域づくりの推進

【主な取組】
個別避難計画作成の推進、避難行動要支援者への支援体制の充実、
平時からの見守り・相談支援、地域との関係づくりの促進、多様な主体との連携強化

2.追補版の構成案
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第3章 見直しの方向性と施策の修正（つづき）

2 課題の再整理を踏まえた、新たな取組（つづき）

（3）人生の最終段階を見据えた支援

【方向性】
本人の意思や価値観を尊重した支援の推進、分野横断的な支援体制の構築

【主な取組】
終活支援、ACPの普及啓発、死後事務に関する支援、関係機関との連携

3 既存の取組の状況確認（事業目標）

4 KPI修正

目標の達成に遅れ（※）が生じている

事業等について、近日中に関連所管に確認

→ ① 目標値の修正が必要か

 ② 目標達成に向けて取り組む内容

（Ｒ9～11においてどのように取り組むか）

※達成状況の遅れの判断基準：Ｒ8目標値に対して、Ｒ7末時点での実績値が66％（２／３）未満。

2.追補版の構成案



2.既存の取組の状況確認
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2.既存の取組の状況確認
第4期計画の目標・目指す姿

22

地域福祉を推進する

しくみの充実

テーマ① 地域のつながり



無関心層を含む多くの市民にアプローチするため、

啓発の手法を幅広く捉える必要がある。

⇒ 評価項目の修正を検討中

■社協主催フォーラム

(Ｒ6～7)

 社協主催フォーラム

23

施策 評価項目

計画策定時の目標値
R7年度(2025年度）事業実績

(R8.3月末時点）
出典R4

※策定時
実績

R6 R８ R１１ 実績値 事業実績説明

１-１-１

地域共生のまちづくり
推進フォーラム等の
参加人数

270人
/年

400人
/年

500人
/年

２25人/年

社会問題の一つである孤独・
孤立をテーマに、「あなたをひ
とりにしない～助けてと言え
るまち八王子～」を開催。ＮＰ
Ｏ法人抱樸 奥田知志氏の基
調講演からはじまり、パネル
ディスカッションをおこなった。
参加者は225名。

事業実績

施策1-1 誰もが地域のちからになれるしくみづくり

視点1 一人ひとりの暮らしを支える身近な助け合いの充実

現
状

課
題

対
策

フォーラムに関しては

・令和6年度 206人 令和7年度 225人 参加

・参加機会の確保
・無関心層へのさらなるアプローチ

・オンライン視聴（フォーラムでは導入済）
・地域の寄り添いボランティア講座も実施
・フォーラムや講座以外の啓発方法の検討



24

施策1-1 誰もが地域のちからになれるしくみづくり

視点1 一人ひとりの暮らしを支える身近な助け合いの充実

団体数だけでなく、各団体のスタッフ数も重要。

助け合い活動の充実や、元気に活動する人が増えること

が本来の目的。 ⇒ 評価項目の修正を検討中

施策 評価項目

計画策定時の目標値
R7年度(2025年度）事業実績

(R8.3月末時点）
出典R4

※策定時
実績

R6 R８ R１１ 実績値 事業実績説明

１-１-２

住民主体による介護予防・
生活支援サービス
提供団体数

43団体 56団体 44団体

要支援者等の居宅において、
介護予防を目的として、主に
住民ボランティア等、住民主
体の自主活動として行う掃除
や買い物といった多様な生活
支援の活動を支援する。

八王子市高齢者
計画・第9期介護
保険事業計画

地域福祉計画追補版への掲載内容は、高齢者計画と調整した上で決定

現
状

課
題

対
策

・廃止・休止団体あり、団体数としては伸び悩み

（新規立ち上げ：1０団体）

・団体毎の支援件数のバラつき
・担い手の不足・高齢化

・支援件数に応じた加算の導入
・てくポを活用した周知
・都ポータルサイトとの連携も検討中

高 齢
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施策 評価項目

計画策定時の目標値
R7年度(2025年度）事業実績

(R７.3月末時点）
出典R4

※策定時
実績

R6 R８ R１１ 実績値 事業実績説明

１-１-２
障害者サポーター
養成講座受講者数

11人 60人 80人 80人 48人
・年3回開催
・内1回を保健所で開催

八王子市障害者
計画・第7期障害
福祉計画・第3期
障害児福祉計画

地域福祉計画追補版への掲載内容は、障害者計画と調整した上で決定

・ファシリテーターを養成し、市内各所で講座を開催するなど
実施回数を増やす

・企業などを対象にした講座を実施するなど裾野をひろげる

現
状

課
題

対
策

・年３回の開催
・定員：20人/回
・平均参加人数：16人(令和7年度）

・会場やファシリテーターの人数から定員20人が上限
・実施場所、回数を増やせていない

・ファシリテーターの養成を進め実施回数を増やす
・市内各所での開催を目指す

障 害
施策1-1 誰もが地域のちからになれるしくみづくり

視点1 一人ひとりの暮らしを支える身近な助け合いの充実



既存の取組の状況確認
第4期計画の目標・目指す姿
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地域福祉を推進する

しくみの充実

テーマ① 地域のつながり
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施策 評価項目

計画策定時の目標値
R7年度(2025年度）事業実績

(R8.3月末時点）

出典
R4
※策定
時実績

R6 R８ R１１ 実績値 事業実績説明

１-１-５
孤独・孤立対策支援
プラットフォームの数

新規 ３か所 ６か所 1か所

令和7年5月に八王子市孤
独・孤立対策官民連携プラッ
トフォームの設置及び共同運
営に関する協定を締結した。

新規

現
状

課
題

対
策

・「ことこ」は官民連携で運営する居場所と相談窓口

・ 10月のグランドオープンに向け改装中

・ターゲットが潜在化＝アプローチの難しさ
・ハードルを低くする居場所の在り方

・ＮＴＴ東日本の協力によるデータ分析
・多種多様な企画の展開（興味を引くフック）

施策1-1 誰もが地域の力になれるしくみづくり

視点2  暮らしやすい地域をみんなで支える体制づくり

「孤独・孤立対策地域協議会」の運営方針を検討しつつ、
プラットフォームと連携した啓発活動や相談支援の推進を図る。



【参考】プラットフォーム・協議会について

※「内閣官房孤独・孤立対策推進室 作成資料」より抜粋
国「孤独・孤立対策地域協議会の設置及び運営に関するガイドライン」をもとに、市の運営方針を検討
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地域福祉を推進する

しくみの充実

テーマ① 地域のつながり

既存の取組の状況確認
第4期計画の目標・目指す姿
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施策1-2 福祉や健康づくりが身近になる環境づくり

視点1 元気に活き活きと暮らす、生きがい・やりがいの創出

現
状

課
題

対
策

・農業塾は運営体制変更に伴い募集停止中

・交流や社会参加が生まれる多様な居場所
づくりを推進する必要がある

・類似事業の農作業体験参加人数は、
目標を大きく上回る達成状況
Ｒ８目標：４０人 Ｒ７実績：１１９人

・はちまるファームも継続的に実施

施策 評価項目

計画策定時の目標値
R7年度(2025年度）事業実績

(R8.3月末時点）

出典R4
※策定時
実績

R6 R８ R１１ 実績値 事業実績説明

１-２-２
八王子農業塾の
参加事業者数

2事業所 2事業所 １事業所 障害者事業所が参加

八王子市障害者
計画・第7期障害
福祉計画・第3期
障害児福祉計画

障 害

地域福祉計画追補版への掲載内容は、障害者計画と調整した上で決定

⇒評価項目から「農業塾」は削除し、農作業体験に移行



引き続き担い手の確保や、講座内容の広がりに取り組む。
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施策1-2 福祉や健康づくりが身近になる環境づくり

視点1 一人ひとりの暮らしを支える身近な助け合いの充実

現
状

課
題

対
策

・本町、元八王子、高尾の3会場を運営中

・バラエティ豊かな体操・趣味講座を展開

・担い手のさらなる確保
・固定的に使用できる会場選定の難しさ

・講師養成講座の充実（Ｒ８開始）
・民間の店舗等を含めた会場の選定

施策 評価項目
計画策定時の目標値

R7年度(2025年度）事業実績
(R8.3月末時点）

出典
R4

※策定時
R6 R８ R１１ 実績値 事業実績説明

１-２-３

住民主体による
通所型サービス
提供人数

53講座
38人

96講座
240人

55講座
197人

高齢者の介護予防や社会参加
を目的とした講座等を実施。
引続き新たなサテライト会場
の検討やサービスの周知、利
用者の増加に努める。

八王子市高齢者
計画・第9期介護
保険事業計画

高 齢

地域福祉計画追補版への掲載内容は、高齢者計画と調整した上で決定
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福祉人材の

確保・充実・育成

テーマ② 人材のつながり

既存の取組の状況確認
第4期計画の目標・目指す姿



負担軽減によりアウトリーチできる体制を整備しつつ、

適切なＲ11目標値や、相談方法の在り方等について検討中。

■アウトリーチ手法の一例

「地域リハビリテーション活動支援事業（同行訪問）」
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施策2-2 様々な専門職との連携と包括的な支援体制の強化

視点1 多様な地域生活課題に取り組む専門職との連携による支援体制の強化

高 齢

地域福祉計画追補版への掲載内容は、高齢者計画と調整した上で決定

施策 評価項目

計画策定時の目標値
R7年度(2025年度）事業実績

(R8.3月末時点）

出典
R4

※策定時
実績

R6 R８ R１１ 実績値 事業実績説明

２-２-２

高齢者あんしん相談
センター職員による
アウトリーチ件数

15,883
件

19,581
件

12,607件
高齢者あんしん相談センター
職員分 12,607回

八王子市高齢者
計画・第9期介護
保険事業計画

現
状

課
題

対
策

・窓口に来れない方への相談支援を実施

・健康アンケートで把握した高リスク者の訪問も実施

・医療専門職との同行訪問の事業あり（左記）

・相談件数や困難ケースの増加への対応の負担
・支援に関する記録・情報管理の負担

・ケアプランデータ連携システムの導入・活用
・相談記録作成の効率化（ICT活用）

その他、負担軽減策の検討

リハビリ専門職、管理栄養士、又は歯科衛生士が、

ケアマネとともに利用者宅を訪問し、利用者の状態

の評価や支援方針等への助言を行う。
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福祉サービスの充実

テーマ③ サービスのつながり

既存の取組の状況確認
第4期計画の目標・目指す姿



必要な人に必要な情報が届くことが目的であるため、

多様な発信方法や、情報に辿り着く経路を確保する

ことが重要 ⇒ 評価項目の修正を検討中 35

施策3-1 一人ひとりに知りたい情報が届くしくみの充実

視点1 必要なサービス情報を効果的に届ける計画的な情報提供

（市ＨＰより抜粋）

現
状

課
題

対
策

・市内の視覚障害者数 1221人

・市ＨＰでの音声ファイルも提供

・ＩＣＴの進展を踏まえた
情報アクセシビリティの向上

・点字・音声等による広報発行の継続
・ＩＣＴを活用した情報発信手段の検討

障 害

地域福祉計画追補版への掲載内容は、障害者計画と調整した上で決定

施策 評価項目

計画策定時の目標値
R7年度(2025年度）事業実績

(R8.3月末時点）
出典R4

※策定時
実績

R6 R８ R１１ 実績値 事業実績説明

３-１-２ 点字広報発行数 833部 900部 543 実績による 八王子市障害者
計画・第7期障害
福祉計画・第3期
障害児福祉計画３-１-２ 声の広報発行数

2,757
部

3,000
部

1,392 実績による

（令和７年度健康福祉の概要より）
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福祉サービスの充実

テーマ③ サービスのつながり

既存の取組の状況確認
第４期計画の目標・目指す姿
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施策3-2 隙間のないサービス提供と効果的なサービス運用体制の充実

視点1 包括的な相談支援体制の充実

現
状

課
題

対
策

・市民向け、医療・福祉専門職向けの学習会を開催

・サポートセンターへの相談件数は増加傾向

・成年後見制度の見直し（民法等改正）への対応

成年後見制度の見直しを踏まえた対応については、

第５期地域福祉計画の策定において検討。

施策 評価項目

計画策定時の目標値
R7年度(2025年度）事業実績

(R8.3月末時点）

出典
R4

※策定時
実績

R6 R８ R１１ 実績値 事業実績説明

３-２-３
成年後見制度に関する
講座・学習会の開催回数

13回 23回 30回 13回

講演会 2回開催 参加人数
計25名
学習会 11回開催 参加人数
計229名

第4期八王子市
地域福祉計画

・実績値のカウント方法については要検討

（包括職員等、福祉関係者に向けた講師派遣も多数あり）



【参考】プラットフォーム・協議会について

※ Ｒ8.7.13 第21回成年後見制度利用促進専門家会議「成年後見制度をとりまく状況について（厚生労働省）」より抜粋
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その他 目標値や取組内容等の調整が必要な取組

施策％ 評価項目

計画策定時の目標値
R7年度(2025年度）事業実績

(R8.3月末時点）

出典R4
※策定時
実績

R6 R８ R１１ 実績値 事業実績説明

３-２-３
生活保護家庭における
中学校卒業者の進学率

96.6％
現状値
以上

現状値
以上

88.9% 実績による

八王子市
経営計画

３-２-３

生活保護利用世帯の
中学生のうち無料学習
教室の参加率

21.6% 26.4% 30.0% 18.2% 実績による

施策 評価項目

計画策定時の目標値
R7年度(2025年度）事業実績

(R8.3月末時点）

出典
R4

※策定時
実績

R6 R８ R１１ 実績値 事業実績説明

３-２-４

てくポを通じた
市場サービスの
利用者件数

16,461
件

10万件 7,519件
店舗やイベント・商品・サービ
スの情報をお届けできる広告
サービスを実施している。

八王子市高齢者
計画・第9期介護
保険事業計画

施策3-2 隙間のないサービス提供と効果的なサービス運用体制の充実

視点1 包括的な相談支援体制の充実

施策3-2 隙間のないサービス提供と効果的なサービス運用体制の充実

視点2 民間事業者や社会福祉法人による多様なサービスの充実



追補版の構成案
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第3章 見直しの方向性と施策の修正（つづき）

2 課題の再整理を踏まえた、新たな取組（つづき）

（3）人生の最終段階を見据えた支援

【方向性】
本人の意思や価値観を尊重した支援の推進、分野横断的な支援体制の構築

【主な取組】
終活支援、ACPの普及啓発、死後事務に関する支援、関係機関との連携

3 既存の取組の状況確認（事業目標）

4 KPI修正

目標の達成に遅れ（※）が生じている

事業等について、近日中に関連所管に確認

→ ① 目標値の修正が必要か

 ② 目標達成に向けて取り組む内容

（Ｒ9～11においてどのように取り組むか）

※達成状況の遅れの判断基準：Ｒ8目標値に対して、Ｒ7末時点での実績値が66％（２／３）未満。



追補版の構成案
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第4章 推進体制の強化

1 推進体制

包括的な地域福祉ネットワーク会議等

2 計画全体の評価

評価方法／KPI見直し

資料編

対 応

第４期八王子市地域福祉計画 Ｐ.135～140 追補版

第４期八王子市地域福祉計画 Ｐ.139
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計画全体の評価

スライドＰ20～39で確認した各種事業

地域福祉計画全体の成果指標 および

各施策目標に紐づく指標の達成状況に

ついては８月末を目途に集計完了予定



次回の地域福祉専門分科会について

43

議 題（予定）

 １ 各種調査 結果報告

・ 意識調査（市民対象）

・ ＣＳＷ調査

・ 民生委員調査

・ 関係機関調査

２ 素案について
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